
インセンティブ交付金（保険者機能強化推進交付金及び介護保険保険者努力支援交付金）

１．概要
○平成29年度の介護保険法改正において、高齢者の自立支援、重度化防止
等に向けた市町村等の取組みを促進するため「保険者機能強化推進交付金」
が創設された。
○さらに、令和2年度、公的保険制度における介護予防の位置づけを高める
ため、「介護保険保険者努力支援交付金」が創設された。
○いずれも、様々な取組みに関する評価指標が設定されており、その達成
状況（＝評価指標の総合得点）及び第１号被保険者数の規模に応じて交付金
が配分される。
○配分された交付金は、介護保険事業特別会計に充当され、高齢者の介護
予防・健康づくりや地域包括ケアシステムの推進に資する事業等に充てるこ
とができる。

〇インセンティブ交付金の配分額の算定について、評価得点に加え
第１号被保険者の規模ごとに予算を配分している。

〇令和４年から令和５年の間で、予算額が50億円減少していること
や毎年予算が減少しているため高得点を得ても金額に繋げられない
状況にある。

【23区平均得点を下回っている目標】
〇保険者機能強化推進交付金
目標Ⅲ 介護人材の確保その他サービス提供基盤の整備を推進する
（↓介護人材の定着・資質向上に関する研修の実施状況）
目標Ⅳ 高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を
営む
（↓⾧期的な要介護度の変化（要介護３～５））
〇介護保険保険者努力支援交付金
目標Ⅳ 高齢者がその状況に応じて可能な限り自立した日常生活を
営む
（↓⾧期的な要介護度の変化（要介護３～５））

第１号

被保険者数
得点 交付金額

千代田区 11,685 446 7,470

中央区 27,025 478 20,051

港区 46,760 445 30,103

新宿区 67,941 444 43,431

２．指標達成状況（ ）内は評価指標

【23区平均得点を上回っている目標】
〇保険者機能強化推進交付金
目標Ⅰ 持続可能な地域のあるべき姿をかたちにする
（↑評価結果の活用）
目標Ⅱ 公平・公正な給付を行う体制を構築する
（↑給付費適正化方針の策定状況）
（↑医療情報との突合の実施状況）
〇介護保険保険者努力支援交付金
目標Ⅱ 認知症総合支援を推進する
（↑認知症サポーター数）

３．評価結果と交付金額の推移
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交付金額 中央区得点率 23区平均得点率



令和８年度保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金（中央区）

種別 保険者機能強化交付金 介護保険保険者努力支援交付金

合計
目標

目標Ⅰ 持続可能
な地域のあるべき
姿をかたちにする

目標Ⅱ 公正・公平
な給付を行う体制を
構築する

目標Ⅲ 介護人材
の確保その他の
サービス提供基盤
の整備を推進する

目標Ⅳ 高齢者が
その状況に応じて
可能な限り自立し
た日常生活を営む

計

目標Ⅰ 介護予防/
日常生活支援を推
進する

目標Ⅱ 認知症総
合支援を推進する

目標Ⅲ 在宅医療・
在宅介護連携の体
制を構築する

目標Ⅳ 高齢者が
その状況に応じて
可能な限り自立し
た日常生活を営む

計

配点 100 100 100 100 400 100 100 100 100 400 800

中央区 76 72 58 35 241 52 64 86 35 237 478

※目標ごとの詳細な評価指標及び点数については、厚生労働省
ホームページをご覧ください。


